
第１８回日米文化教育交流会議（カルコン）共同声明（仮訳）

１９９７年５月８日・９日

ワシントンＤＣ．

日米両国の政府、財界、学界はじめ種々の分野の代表により構成される日米文化教育

交流会議（カルコン）は、１９９７年５月８日及び９日、ワシントンＤＣ､のナショナル・

プレス・クラブにおいて第１８回合同会議を開催した。

第１８回合同会議においては、株式会社東芝相談役の佐波正一氏及びイェール大学神

学部学部長のリチャード・ウッド教授が議長を務めた。

カルコンは、ケネディ大統領と池田総理大臣との合意により1962年に発足して以来、

日米両国問の文化及び教育に関する重要な諸事項に対して日本及び米国における官民各

層の関心を喚起すべ<、その役割を担ってきた。

合同会議には、クリントン大統領と橋本総理大臣から祝賀のメッセージが寄せられた。

両メッセージは共に幅広い国民交流の重要性を呼び掛けた。

芸術交流及び国民交流について

日米両国のパネルは、最近日本政府によって実施された芸術交流及び国民交流の分野

での諸施策に注目した。これらは、米国における日本芸術紹介のための財源の増大、新

規フルブライト・メモリアル・プログラムによる米国の初等中等教育の教員の訪日機会

の増大並びに2001年を目処に日本で開催が予定されている大型の米国美術作品展等であ

る。日本側は、この米国美術作品展への更なる資金援助及び保険の適用について米側援

助の必要性を言及し、米側は可能な限りの協力を申し出た。

両パネルは、５０周年を迎えたフルブライト・プログラムの成果に注目した。次いで

両パネルは、米側による、最近の又は、現在継続中の諸施策を歓迎した。これらの施策

には、インターナショナル・ビジターズ・プログラム並びに二つの新規事業が含まれる。

新規事業の一つは、日本についての知識を持つ米連邦政府職員を養成するためのマンス

フィールド．フェローシップ・プログラムであり、もう一つは、米側高校生が沖縄での

短期研修プログラムに参加できるよう、ＹＦＵに対する助成金の交付である。また、米

側パネルは日米のNGOの長期的関係を奨励するプログラムを発表すると共に、有資格の












